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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、米中貿易摩擦の長期化に加え、新型コロナウイルス感染症の拡大

による経済活動の停滞が続いており、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社が属する医療業界におきましては、今年４月に診療報酬改定が実施され、引き続き、「人生100年時代」「健

康寿命の延伸」を基本方針に据え、医療の機能分化・強化、住み慣れた地域で住まい・医療・介護・予防・生活支

援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」が推進されております。また、医療従事者の負担軽減や医師等

の働き方改革の推進が重要課題とされ、医療機関に限らず幅広い分野での連携、業務の効率化がより求められてお

ります。これらを実現するには、基盤となる医療情報システムが必要不可欠であり、今後も更なる普及が期待され

ます。

一方で、新型コロナウイルス感染症に起因する医療機関の経営も厳しさを増しており、いったん設備投資を先送

りする傾向も見られます。

医療情報システム市場におきましては、大規模病院で一定数の導入が進んだ中、中小病院での導入も進み、普及

率が年々高まってきております。一方で、既に医療情報システムを導入している医療機関等でのリプレイス市場も

活発化しており、引き続き医療情報システム市場における有力ベンダー数社間の競争は激しさを増しております。

このような事業環境の下、当社は電子カルテシステムをはじめとする医療情報システムの開発・販売・導入・保

守を中心に事業展開し、顧客満足度の向上に努めてまいります。

この結果、売上高は15,211百万円（前年同期比8.5％減）となり、利益面におきましては営業利益2,405百万円

（同22.2％減）、経常利益2,454百万円（同21.5％減）、四半期純利益1,690百万円（同22.0％減）となりました。

なお、セグメントの業績につきましては、当社は医療情報システム事業の単一セグメントであるため、記載を省略

しております。

（２）財政状態に関する説明

資産・負債及び純資産の状況

(資産)

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比較して455百万円増加し、25,767百万円となりました。主

な要因は、現金及び預金2,019百万円の増加、売掛金1,299百万円の減少、有価証券997百万円の減少、たな卸資産98

百万円の増加、有形固定資産893百万円の増加、投資その他の資産「その他」に含まれる繰延税金資産87百万円の減

少及び長期前払費用117百万円の減少によるものであります。

(負債)

当第３四半期会計期間末の負債は、前事業年度末と比較して747百万円減少し、3,193百万円となりました。主な要

因は、買掛金897百万円の減少、未払法人税等488百万円の減少、流動負債「その他」に含まれる未払金604百万円の

増加によるものであります。

(純資産)

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末と比較して1,203百万円増加し、22,573百万円となりました。

主な要因は、四半期純利益1,690百万円、第51期利益剰余金の配当489百万円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年10月期の業績予想につきましては、2019年12月６日に公表しました業績予想に変更はありません。

新型コロナウイルス感染症拡大による当社事業への影響につきましては、現時点では軽微でありますが、今般の

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化かつ深刻化する様相となった場合には、顧客である医療機関が感染症の

対策を優先させる等の方針を重視することが想定されます。その結果として、医療情報システムの導入を中止、延

期する医療機関が多数発生し、当社の業績に影響を与え、通期の業績予想について修正の必要が生じた場合には、

速やかに開示いたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2019年10月31日)

当第３四半期会計期間
(2020年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,582,592 6,602,076

売掛金 3,181,866 1,882,159

有価証券 997,140 -

商品 285,410 416,238

仕掛品 345,583 313,524

その他 291,339 260,189

貸倒引当金 △3,161 △1,845

流動資産合計 9,680,770 9,472,341

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,707,446 2,576,622

構築物（純額） 64,609 58,422

工具、器具及び備品（純額） 182,849 163,005

土地 11,558,910 11,542,960

建設仮勘定 22,000 1,088,000

有形固定資産合計 14,535,816 15,429,010

無形固定資産 36,140 31,506

投資その他の資産

投資有価証券 141,055 130,822

関係会社株式 20,000 20,000

その他 897,803 683,861

投資その他の資産合計 1,058,858 834,684

固定資産合計 15,630,816 16,295,201

資産合計 25,311,586 25,767,543

負債の部

流動負債

買掛金 2,129,372 1,231,435

未払法人税等 611,657 122,982

前受金 218,720 234,603

その他 981,614 1,604,959

流動負債合計 3,941,363 3,193,981

負債合計 3,941,363 3,193,981

純資産の部

株主資本

資本金 847,400 847,400

資本剰余金 1,907,391 1,916,827

利益剰余金 18,630,564 19,831,503

自己株式 △75,111 △73,924

株主資本合計 21,310,245 22,521,805

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 59,977 51,756

評価・換算差額等合計 59,977 51,756

純資産合計 21,370,222 22,573,561

負債純資産合計 25,311,586 25,767,543
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2018年11月１日
　至 2019年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年11月１日
　至 2020年７月31日)

売上高 16,629,422 15,211,757

売上原価 12,118,387 11,427,089

売上総利益 4,511,035 3,784,667

販売費及び一般管理費 1,418,791 1,378,972

営業利益 3,092,244 2,405,695

営業外収益

受取利息 2,209 1,505

受取配当金 36,871 31,900

受取事務手数料 6,416 7,118

受取賃貸料 8,079 21,381

その他 2,461 1,868

営業外収益合計 56,038 63,774

営業外費用

譲渡制限付株式関連費用 19,242 13,721

雑損失 132 859

営業外費用合計 19,374 14,581

経常利益 3,128,908 2,454,888

特別損失

固定資産売却損 - 13,320

特別損失合計 - 13,320

税引前四半期純利益 3,128,908 2,441,567

法人税、住民税及び事業税 821,579 660,139

法人税等調整額 138,834 90,923

法人税等合計 960,414 751,062

四半期純利益 2,168,494 1,690,505
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期累計期間（自 2018年11月１日 至 2019年７月31日）

　 該当事項はありません。

当第３四半期累計期間（自 2019年11月１日 至 2020年７月31日）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社は、医療情報システム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

(株式取得による企業等の買収)

当社は、2020年６月22日開催の取締役会決議に基づき、ユタカインテグレーション株式会社との間で、同

日付で株式譲渡契約を締結し、2020年８月１日付でユタカインテグレーション株式会社を子会社化いたしま

した。

１．株式の取得の理由

　当社は、経営上の基本ポリシーとして、「専門特化」「創造価値」「自主独立」を掲げ、電子カルテシス

テムをはじめとする医療情報システムの開発・販売・導入・保守を自社で一貫して事業展開しております。

　ユタカインテグレーション株式会社は、ネットワークソリューション事業やコンピュータ設備施工・保守

サービス事業を行っている会社であります。今後、当社との連携により、医療情報システム業界における経

営基盤の更なる拡充を図ることができるものと判断し、株式取得を決定いたしました。

２．異動する子会社の概要

（１） 名称 ユタカインテグレーション株式会社

（２） 所在地 大阪市城東区古市１丁目４番23号

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役会長兼社長 籔中 幸文

（４） 事業内容 情報機器の企画、設計、設置、工事、運用、保守等

（５） 資本金 2,500万円

（６） 設立年月日 1973年10月

３．株式取得の相手先の概要

氏名 籔中 盛夫、他

４．株式取得の時期

取得日 2020年８月１日

５．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況

（１） 異動前の所有株式数
0株 （議決権の数：0個）
　 （議決権所有割合：0.0％）

（２） 取得株式数
44,860株
（議決権の数：44,860個）

（３） 取得価額

取得価格については、相手先の強い要望により、非公表とさせていただき
ますが、適切なデューデリジェンスを実施しており、公正妥当と考えられ
る金額にて取得することを決定しております。なお、取得にあたりその対
価は、当社の直前事業年度の末日における純資産額の15％に相当する額に
は至っておりません。

（４） 異動後の所有株式数
44,860株 （議決権の数：44,860個）

（議決権所有割合：100.0％）
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３．その他

（１）ハードウェア仕入実績
当第３四半期累計期間のハードウェアの仕入実績について、当社は単一セグメントとしているため、種類別に示

すと、次のとおりであります。

種類

当第３四半期累計期間
(自 2019年11月１日
至 2020年７月31日)

仕入高（千円） 前年同期増減率（％）

ハードウェア 5,343,427 △15.1

合計 5,343,427 △15.1

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

（２）受注実績
当第３四半期累計期間の受注実績について、当社は単一セグメントとしているため、種類別に示すと、次のとお

りであります。

種類

当第３四半期累計期間
(自 2019年11月１日
至 2020年７月31日)

受注高（千円）
前年同期増減率

（％）
受注残高（千円）

前年同期増減率
（％）

ソフトウェア 4,967,203 △10.5 2,357,584 3.2

ハードウェア 6,359,164 △18.0 3,317,288 9.3

合計 11,326,367 △14.9 5,674,873 6.7

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

（３）販売実績
当第３四半期累計期間の販売実績について、当社は単一セグメントとしているため、種類別に示すと、次のとお

りであります。

種類

当第３四半期累計期間
(自 2019年11月１日
至 2020年７月31日)

販売高（千円） 前年同期増減率（％）

ソフトウェア 4,708,388 △17.1

ハードウェア 6,050,969 △12.3

保守サービス 4,452,398 9.9

合計 15,211,757 △8.5

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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